
解
十
九
穆

第
五
班

誓

〇

六
四

大

戦

後

の

地

地
名
酢
典
を
御

い
て
賂
概
念
教
程
る
ほ
し
で
79
欧
洲

大
我
後
地
名
そ
の
も
の
が
凝
っ
て
居
り
森

属
す
る
簡
閲

が
担
っ
て
居

少
薦
め
に
意
外
の
失
策
を

を
す
こ
と
が
あ

る
｡
専
門
家

に
は
判
み

さ
つ
ね
こ
と
で
も
素
人
に
は
容

易
-
知
-
得
な

5,都

骨
相
路
が
あ
る
.
外
囲
の
小
龍
新

聞
を
葡
む.
時
往
々
常
該
の
土
地
が
何
れ
の
領
土
で
あ
る

か
或
は
大
戦
後
今
日
ま
で
如
何
な
事
情

の
下
は
あ
る
か

判
別
し
覆

い
こ
と
が
あ
る
｡
今
基
は
地
名
考
と
し
て
連

載
せ
ん
と
欲
す
る
所
以
は
筆
者
自
ら
の
参
考
に
供
せ
凡

と
欲
す
る
史
け
で
あ
っ
て
p
地
名
僻
典
を
編
纂
す
る
の

ど
う
の
と
云
ふ
が
如
き
大
そ
れ
た
野
心
を
も
つ
た
め
で

は
老

い
｡
順
を
厭
は
ず
閥
蘭
を
賜
は
る
葡
者
ほ
し
で
訂

正
の
必
要
を
瀞
め
ら
る
時
は
遠
慮
怒
-
叱
正
せ
ら
れ
凡

乙
と
を
濃
.ふ
の
で
あ
る
｡
五
十
音
順
に
配
列
し
た
の
は

名

考

(

tf

)

瀧

ノ

規

一

後
は
参
考
す
る
時
の
鹿
を
問
っ
た
丈
け
で
あ
る
｡

〔
ア
〕

ア
-
ラ
ン
ド

(A
al
an
d

又

は

A
ian

d
)
｡

フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
共
和
欄
に

1
部
分
属
す
る
ボ
ス
ニ
ア

(B
o
th
n
ia
,
)

轡
の
入
口
に
あ
ん
こ
ニ
同
僚
の
島
喚
岩
礁
よ
り
威

か
八

十

飴
の
島
唄
を
除

い
て
他
は
悉
-
無
人
島
で
あ
る
｡
ア
ー

ラ
ン
ド
と
栴
す
る
島
は
群
島
中
の
澱
大
怒
る
も
の
で
あ

っ
て
長
さ
十
八
哩
あ
る
｡
群
島
の
面
積
合
計
五
百
五
十

一
平
方
哩
｡

マ
-

'1
ム
(M
a

Tieh
a
m
n
)
は
そ
の
首
府
で

あ
る
群
島
の
住
民

は
瑞
典
出

身
は
し
て
水
夫
漁
民
で
あ

る
｡
穀
物
家
畜
を
崖
し
獄
内
獣
皮
魚
類
チ
ー
ズ
及
び
バ

ク
を
輪
田
す
る
｡

群
島
は
永
年
瑞
英
領
で
あ
っ
た
が

一
八

〇
九
年
こ
れ

を
露
園
に
刺
証
し

一
八
五
六
年
ア
ー
ラ
ン
ド
協
約
は
依



っ
て
要
塞
築
櫓
を
禁
止
す
る
rJ
と
は
な
っ
た
｡
触

る
ほ

露
問
の
協
約
違
反
に
よ
っ
て
屡
紛
辞
を
叢
起
し

一
九

一

八
年
は
行
ほ
れ
た
住
民
の

一
般
投
票
の
結
基
瑞
典
に
復

蹄
し
た
が

一
九
二

一
年
に
至
み
間
際
聯
闇
は
群
島
を
券

蘭
に
隷
属
せ
し
め
る
乙
と
は
決
議
し
た
O
金
人
口
二
寓

七
千
で
あ
る
｡

ア
-
ル
ポ
ル
タ

(A
atborg)
｡

丁
抹
傾
ジ
ア
ト
ラ
ン

ド

(J
utla
nd
)

に
あ
る
源
兆
苗
で
あ
タ
リ
ー
ム
･
フ
イ

オ

ル
ド
(
Lijm
F
j.O
rd
)
に
而
し
て
ゐ
る
｡
商
業
の
中
心

地
で
あ
っ
て
穀
物
魚
糖
を
抽
出
す
る
｡
人
口
四
寓
二
千

飴
｡
コ
-
ペ
ン
バ
ー
ゲ
ン

(C
o
p
e
nh
ag
en
)
か
ら
は
海

上
百
五

十
六
哩
で
あ
る
｡

ア
バ
タ
ン

(Abadan)
｡

波
斯
轡
の
入
口
附
近
は
あ

-
.
シ
ャ
ツ

テル
ア
ラ
ブ

(S
h
att･et･A
rab
)
河
の
来

岸
に
あ
る
島
で
あ
る
｡
基
音
利
斯
波
斯
蔚
石
油
愈
就

(

A
n
g
lo
･
P
e
rs
ia
n

O
it
C
o
.
)
は
島
内
に
大
規
模
の
石
油

精
製
所

hl
設
け
石
油
に
連
闘
す
る
機
械
製
造
所
貯
減
所

油
槽
そ
の
他
の
設
備
が
あ
る
｡
斯
業
の
静
働
者
の
た
め

に
建
て
ら
れ
た
家
屋
と
共
に
こ
れ
等
の
諸
設
備
は
可
成

大
槻
後
の
地
銘
考

-
大
な
る
町
h
tな
し
で
ゐ
る
｡
精
製
所
は

一
九
〇
九
年

の
創
設
で
あ
-
大
我
潜
時
英
囲
政
府
は
金
島
を
獲
得
し

埠
頭
を
作
夕
出
荷
の
便
宜
を
計
-
諸
種
の
施
設
を
覆
し

た
｡

1
九

一
九
年
は
至
っ
て
蚤
部
基
音
利
斯
波
斯
並
石

油
骨
融
に
返
還
し
た
｡
爾
来
繁
祭
は
日
を
逐
う
で
槍
大

し
て
ゐ
る
0

ア
ブ
ヴ
イ
ル

(A
b
be
v
i
lte)
｡

ソ
ム
(S
om
m
e
)
河
畔

に
あ
る
俳
問
の
都
骨
｡
ア

ミ
ア
ン

(A
mi
e
n
s
)
か
ら
助

道
に
ょ
つ
て
北
西
二
十
八
哩
の
距
離
で
あ
-
英
海
峡
と

連
絡
が
あ
る
｡
主
要
産
業
は
服
地
紋
虹
麻
製
品
及
び
砂

糖
で
あ
る
｡
造
船
所
が
あ
-
穀
粒
の
取
引
所
が
あ
る
.

1
五

1
四
年
ほ
は
俳
王
ル
イ
十
二
世
が
黄
玉

へ
ン
リ

八
世
の
妹
メ
リ
と
杵
塘
式
を
乙
の
地
に
撃
げ

1.
五
二
七

年
に
は
英
価
値
約
が
fJ
の
地
に
於
で
締
結

ruれ
ね
｡
ブ

ル
フ
ラ
ン
寺
(S
.
V

u
tfra
n
)
が
あ
-
正
面

は
一
部
分
十

五
世
紀
の
建
築
物
で
美
観
見
る
ほ

足
る
も
の
が
あ
る
｡

ア
ポ
グ
ッ
フ
ォ
ー
ド

(A
b
b

otsford)
｡
蘇
格
蘭
の
文

豪

サ
ア
･
ク
オ
ー
タ
｡
ス

コ
ッ

ト
(S
ir
W

al
te
T
S
c
ott)
の

邸
宅
｡

1
八

二

年
よ
カ

一
八
二
四
年
に
亘
っ

て
建
築

B

O
T

六
五



地

球

節
十
九
懲

完
成
し
蘇
囲
ツ
タ
イ
ド
(T
w
e
e
d
J
河
の
右
岸
に
あ

わ
文

豪

一
家
の
墓
所
メ
ル
ロ
ー
ズ
僧
院
(M

etrOSe
A
b
b
ey
)

の
西
三
哩
の
距
離
に
あ

る
｡
現
今
は
邸

宅
を
博
物
館
と

な
し
文
豪
の
遺
晶
を
陳
列
し
て
ゐ
る
｡
文
豪
は
乙
の
邸

宅
に
臨
終
に
至
る
悪
で
住
居
し
た
｡
一
八
三
四
年
ア
ポ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ド

｡
ク
ラ
ブ

(A
b
b
otsfo
rd
Clu
b
)
が
組
織

さ
れ
文
豪
の
薯
番
に
駒
蓮
す
る
雁
史
的
研
究
を
刊
行
し

て
ゐ
る
｡
大
槻
後
光
囲
人
の
訪
客
頓
は
噂
加
し
た
｡
環

境
の
風
景
亦
覚
す
る
に
足
る
も
の
が
あ
る
.

ア
Jtt
オ
ク
タ
(A
b
e
ok
uta).
英
領
酉
ア
フ
-
カ
の

ナ
イ
ゼ
イ
リ

ア
(N
i
geria)に
あ
-
ユ
ダ
バ
(E
g
b
a
)
地

筒
の
首
府
で
あ
る
｡
オ

ー
ガ
ン

(O
g
u
n
)
河
畔
に
あ

っ

て

レ
-
T.n
ズ

(L
a
g
o
s)
の
北
政
道
に
ょ
つ
て
六
〇
哩
の

距
離
は
在
る
O

都

骨
と
は
云
ふ
79
の
の
賓
際
は
都
合
と

村
落
と
併
介
し
た
も
の
で
あ
っ
て
擁
ら
す
に
土
塀
を
以

て
し
戯
大
在
る
地
域
を
占
め
て
居
る
｡

一
九

11
四
年
に
裁
判
所
政
鹿
及
び
水
道
が
初
め
で
設

け
ら
れ
た
｡
綜
刑
油
'
謹
讃
､
木
材
を
の
他
地
方
特
産

品
を
小異
買
.し
商
業
中
心
地
と
し
て
活
目刺
を
量
し
て
ゐ
る

第
五
状

四〇二

六
六

歓
洲
製
晶
も
亦
此
魔
は
市
場
を
見
出
し
て
ゐ
る
O

ア
ベ
レ
イ
ヴ
オ
ン

(A
beravon)｡
共
闘
ク

エ
ー
ル

ス
地
方
が

ラ
モ
ル

ガ
ン
シ

ア
(
G
tamo
rg
an
sh
ire)
に

あ
ヵ
'

山
九
二

1
年
以
来
苗
場
の

開け
る
小
林

骨
で
あ

る
｡
タ

ル
ポ
ツ
ー
港
(P
o
rt
T
a
tb
o
t)
の
園
内
に
属

し
て

ゐ
る
0

ア
バ
プ
ロ
ソ
ツ
タ
(A
b
erb
T
Othock)｡蘇
格
蘭
の
海

港

ア
ー
ブ
ロ
ス
(A
r
b
ro
a
th
)
の
有
名

｡

ア
バ
カ
ー
ン
(A
berca
Th
)

｡
英
蘭

モ
ン
マ
ス
シ
ア

(

M

onm
ou
thsh
ire
)
は
あ
る
都
骨
｡

及
び
そ
の
附
近
も

亦

乙
の
名
桝
を
も
っ
て
呼
ば
れ
て
居
る
｡
グ

レ
ー
ト

･

ク

エ
ス
タ
ー
ン
蝕
道
(G
.
W
.
R
.)
の
沿
線
は
あ
っ
て

ニ

ユ
ポ

ー
ト
(
N

e
w
p
ort)
の
西
北
十
哩
の
鷹
に
あ
る
｡
炭

坑
が

あ
わ
鋤
工

場
威
力
工
場
及
び
化
撃
薬
晶
の
工
場
が

あ
る
.
毎
土
曜
日
に
市
場
が
問
か
る
｡
人
口
二
常
飲
.

ア
バ
コ
ー
ン
(A
b
e
r
corn
).
英
領
南

ア
フ
リ
カ
の

北

ロ
ー
デ

シ
ア
(R
h
o
d
esia
)は
あ
る
荊
民
地
で
あ
る
｡

タ
ン
ガ
ナ
イ
カ
湖
(L
a
ke
T
a
n
ga
n
yik
a)
の
東
南
十
哩

飴

に
あ
-
､

ス
チ
グ

ン
ソ
ン
術

道
(Steven
son
R
oa
d
)



に
ょ
っ
て
乙
の
湖
水
と
ナ
イ
ア
サ
(
N

y
a
s
a
)

湖
と
は
連

絡
n
れ
て
屠
る
｡

･i
八
八
九
年
は
初
め
て
殖
民
地
を
設
け
ら
れ
附
龍
の

諾
種
族
と
貿
易
を
盛
は
行
っ
て
居
る
｡

一
九

一
八
年
十

一
月
四
日
に
は
rJ
の
地
に
於

て
フ
ォ
ン
･
レ
ッ
ト
｡
フ
ォ

ル
ペ
ッ
ク

(V
o
n
l
etto
w

V

orb
e
ck
)
の
率
ゆ
る
燭
蓮

華
が

降
服
し
た
｡

商

ロ
ー
デ
シ

ア
に
あ
る
鶴
業
匿
兎
殖
民
地
も
亦
同
名

を
有
し
て
ゐ

る
｡

ア
バ
デ
ア

(A
b
erd

a

re)
｡

ク
エ
ー
ル
ス
の
グ
ラ
モ

ル
ガ
ン
シ
ア
に
あ

る
閏

市
場
及
び
そ
の
附
近
の
地
｡
西

部
銑
整

G
･
W
･
R
し
の
沿
線
に
あ
-,
て

マ
ー
サ
･
テ
ッ
ド

フ
ィ
ル

(M

erth
y
r
･T
yd
ifi
))
の
画
商
_唱
哩
に
あ
る
｡

石
炭
鰻
が
あ
-
煉
瓦
工
場
が
あ
-
酒
類
醸
造
所
が
あ
る

採
錬
業
の
聴
達
に
揮
っ
て
非
常
在
繁
発
を
釆
た
し
た
｡

附
進
に
は
ブ
-
ト
ン
族
が
殖
艮
せ
し
昔
の
遺
物
及
び
岩

稀
が
あ
る
｡

ヤ
ー
サ
｡
テ
ッ
ド
フ
ィ
ル
は

.1
選
嚢
匿
で
あ
っ
て
ア
.JJt

デ
ア
は
を
の

一
分
匿
を
な

し

l
名
の
代
議
士
を
運
用
す

大
鞘
孜
の
地
名
考

る
｡
開
滞
日
は
土
曜
日
で
あ
る
O
人
口
五
寓
五
千
飴
｡

へ
ン
リ
･
オ
ー
ス
チ
ン
･
ブ
ル
ー

ス
(fle
n
ry
A
u
s
tin

B
ru
ce
一
八

-;
五
-
九
五
)
は

一
八
七
三
年
に
貴
族

に

列

せ
ら
れ
乙
の
地
方
の
名
柄
む
と
ゎ
て
バ
ロ
ン
･
ア
.I/,

デ
ア

(B
a
ro
n
A
b
eTd
a
re
)
と
呼
ん
だ
O
殻
は

一
八
五

二
年
に
マ
ー
サ
匿
よ
-
逃
出
さ
れ
自
由
盛
代
議
士
と
怒

ら

1
八
六
八
年
よ
-
室

二
年
に
亘
っ
て
内
務
大
抵
と
在

っ
た
.
彼
の
孫
シ
･
エ
ヌ
｡
ブ
ル
ー
ス

(H
on
･
C
･
N

･

B
ruce)は
運
動
家
と
し
て
有
名
で
あ
っ
た
｡

ア
パ
乎
I
ン

(A
b
erd
een)｡
蘇
格
蘭
の
大
都
骨
と

し
て
第
四
付
に
位
す
る

北
渥
(N
o
Tth
S
e
a)
の

一
つ
の

轡
に
臨
み
デ
ー
河

(D
ee
)
と

ド

ン河
(
D且

の
両
河

口
の
中
間
に
偉
置
を
と
-
地
道
に
よ
っ
て
エ
デ
ン
で
フ

(E
d
in
b
urgh
)か
ら
北
軍

二
十
哩
牛
で
あ
る
｡
北
蘇
格
僻

の
主
要

在
る
海
港
で
あ
-
ア
バ
デ
ー
ン
シ
ア
の
主
在
る

都
骨
で
あ
る
｡

PJ
ル
ェ

ム
･
エ
ス
(L
･
芦

S
･)
鎖
道
と

ふ
ル
ェ
､
ヌ
･イ
(L
.
N
.E
.)
地
道
の
繭
地
道
が
通
じ

て

ゐ
る
｡
群
は
新
嘗
の
二
つ
の
部
分
よ
-
成
立
し
'
ド

ン

河
に
向
つ
で
北
は
扱
っ
て
ゐ
る
常
置
は
嘗
ア
バ
デ
ー

ン

四

〇

･
三

六
七



地

球

節
十
九
魯

(O
ld
A
b
er
d
een
)
で
あ
ら
デ
ー
河
の
酉
及
北
に
あ
る
部

分
は
新
ア

';,1
デ
ー
ン
(N
e
w

A
i)erd
e
en
)
で
あ
る
｡
新

嘗
補
償
は
接
潰
し
市
行

政

の
蔑
め
ほ
共
同
の
組
織
を
作

っ
て
ゐ
る
｡
嘗
ア
パ
デ
ー
ン
ほ
は
キ
ン
グ
ス
｡
コ
レ
ヅ
ヂ

(K
in
g
､s
C
･011eg
e
)
と
栴
す
る
大
撃
が
あ
-
豊

マ
カ
ル

(S
.
岩
a
c
ha
r)
寺
の
伽
藍
の
遺
跡
が
あ
ら
そ
の
内
陣
の

建
物
は
現
今
数
匿
の
散
骨
と
な
っ
て
ゐ
る
｡
新
ア
.'l
デ

ー
ン
ほ
は
多
-
の
高
批
な
る
公
典
建
物
が
あ
る
｡
就
中
､

マ
リ
シ
ャ
ル
･
n
レ
ツ
ヂ

(M
a
Tisc
h
al

C
otteg
e
)

を
は

じ
め
大
撃
附
属
の
建
物
､
市
及
び
郡
附
属
の
建
物
､
市

場
､
郵
便
局
､
及
び
診
療
所
､
商
業
骨

講
所

(T
ra
d
es

fIal
l)宗
敦
盛
曾
所

(T
rinity
flatt)､
ゴ

ル
ド
ン
｡
コ
レ

ッ
デ

(C
o
rdon
C
邑
eg
e)
小
母
棟

(G
ram
m
a
r
C
o†

teg
e)
及
び
ヒ
ズ
÷

デ
エ
ス
チ
ス
･
シ
ア
ク
(H
is
害
aj･

est
y's
T
h
eatre)
が
あ
る
｡
新
築
の
美
術
館
が
あ
ら
大

撃
は
マ
リ
シ
ャ
ル
｡
コ
レ
ツ
デ
と
キ
ン
グ
ス
･
コ
レ
ツ
デ

の
耐
大
撃
が
<
=併
し
で
組
合
大
豊
を
構
成
し
て
ゐ
る
｡

渚
席
の
産
業
物
中
に
は
漁
業
場
が
あ
ヵ
魚
肉
親
戚
場

が
あ
る
0
魚
肉
の
栗
成
せ
る
も
の
は
鼻
炎
申
有
名
夜
79

妨
五
紙

E
O
四

六
八

の
で
あ
る
｡
其
他
造
船
場
､機
械
工
場
､
化
聾
索
晶
工
場

北
南
岩
層
光
工
場
､
製
紙
工
場
等
が
あ
る
｡
海
岸
は
市

は
と
っ
て
蚤
更
な
る
用
途
を
有
し
燐
大
を
る
港
h
t形
成

し

てゐ
る
｡
二
千
択
以
上
の
長

さ
を有
す
る
樺
橋
が
あ

わ
遣
船
場
は
八
十
五

エ
ー
カ
(
十
蔵
四
千
四
i-
坤
)
の
頗

n
を
有
し
埠
頚
は
略
二
千
沢
は
延
び
て
ゐ
る
｡
港
の
入

口
に
は
ガ
-
ゾ
ル
ネ
ス
｡
ラ
イ
ト

JT
ゥ
ス

(G
ird
ten
e
ss

L
igh
th

ous
e)と
網
す
る
燈
蔓
が
あ
る
｡

ゴ
ル
フ
場
が
あ
ら
一公
園
が
あ
-
そ
の
う
ち
ほ
も
ダ
シ

公
園
(D
u
th
ie
P
a
rk
)
は
散
大
を
公
園
で
あ
っ
て
殆
ど

五
十

エ
ー
カ
(
犬
歯

]E
千
二
宵
坪
)で
あ
る
｡
ラ
ヂ
オ
の

放
送
局
が
あ
-

2
出
.
D
.
と
柄
し
て
ゐ
名
C'
問
骨

に
は

二
名
の
代
議
士
を
選
出
す
る
｡
開
市
日
は
金
曜
日
｡
人

口
十
五
常
八
千
飴
｡

市
は
十
二
世
紀
は
既
は
重
要
な
る
地
位
を
占
め

二

七
九
年
に
ク
ヰ
リ
ア
ム
｡ザ
･
ラ
イ
オ
ン
(W
ittiam
T
h
e

L
ion
)
か
,h
特
許
状
(C
ha
r
t
e
r)
を
程
で
居
-
､
市
民
は

p
I
r''l
ト
･
ブ
ル
ー
ス

(R
o
b
e
rt
B
ruce
二

一七
四
-

一

三
二
九
)
は
味
方
を
し
た

の

で
囲

王
か
ら
賦
大
在
士



他
社
下
欄

さ
れ
た
｡

7
三
三
六
年
ほ
は
エ
ド
ゥ
オ
ド
三

世

(E
d
w
ard
JII)
の
馬
め
に
金
津
が
焼
か
れ
､
内
乱

(c
ivit

W
a
r

一
六
四
二
-
四
九
)
常
時
に
は
玉
藻

(

R
oy
al
ists)
及
び
改
革
義
(C
.v
en
an
te
rs
)の
雨
藍
の
薦

め
に
惜
ま
さ
れ
た
｡

ア
バ
乎
-
ン
シ
ア
(A
berd
eenShire)｡
蘇
格
蘭
の

東

北
の
臨
晦
郡
｡
通

俗
に
は

マ
-
(M
a
r
言

ト
ラ
ス
が

ギ
(S
t
rath
bo
gi
e
)
ギ
ア
-
オ
ッ
ホ

(G
ar
io
ch
)
フ
ォ
ル

マ
ル
チ
ン

(Fo
rm
a
rtin
e
)
及
び
バ
カ
ン

(B
u
ch
a
n
)
の

五
地

方
を
含
み

一
九
七

一
万
哩
の
面
積
が
あ
る
｡

侮
岸
は
突
先
と
し
て
岩
礁
多
-
あ
る
が
刻
み
目
の
如

き
凹
凸
は
殆
ど
な

い
｡
金
郡
概
し
て
丘
陵
h
tな
し
西
南

部
に
於
で
は
山
岳
と
な
-

グ
ラ
ム
ピ
ア
ン

(G
ra
m
p
i･

an)山
脈
が
乙
の
郡
に
延
び

てケ
ア
ン
ゴ
ル
ム
(C
ai1.n
･

g
oi･m
)
群
山
を
形
成
し
そ
の
重

荷
峰
は
ペ
ン
÷

ク
デ

ユ
イ
(B
en
罵

acd
hui
)と
柄
し
海
抜
四
二
九
六
沢
で
あ

る
0
主
な
る
岩
質
は
花
梅
岩
と
片
麻
岩
で
あ
-
花
嗣
岩

は
建
築
材
料
と
し
て
用
S
ら
れ
砂
岩
も
亦
加
工
し
て
使

川
r
u机
で
ゐ
る
｡

デー
(D
ee)
河
は
郡
中
の
敢
大
河
で

大
耽
後

の
地
裁
考

あ
っ
tJ
八
七
叫
の
長
ruで
あ
-
､
次
に
ド
ン
(D
o
n
)
河

は
八
二
哩
､
デ
プ
ア

ロ
ン
(D
evero
n
)
河
は
六

一
哩
､

ア
イ
サ
ン
(Y
th
a
n
)
河
は
三

六
哩
で
あ
る
｡
こ
れ
等
の

諸
川
何
れ
も
鮭
鯖
を
多
量
に
産
す
る
｡

丘
陵
地
方
は
主
と
し
て
荒
燕
地
で
あ
ゎ
東
北
部
及
び

ド
ン
河
及
び
ア
イ
サ
ン
河
の
間
に
介
在
す
る
地
方
は
巧

妙
在
る
耕
作
法
に
ょ
つ
て
地
味
豊
儀
で
あ
･n
燕
穿
及
び

大
変
を
主
な
る
農
産
物
と
し
て
ゐ
る
｡

捷
業
に
次

い
で
主
要
な
る
産
業
は
漁
業
で
あ
わ
家

畜

飼
養
地
と
し
て
も
優
秀
在
る
土
地
で
あ
る
｡
花
閲
岩

の

産
出
に
胸
係

を有
す
る
数
種
の
工
業
が
あ
わ
､
他
方
魚

肉
の
調
製
､
毛
織
物
､
木
細
物
､
帆
布
'
製
紙
等
の
製

造
業
が
感
に
行
は
れ

でゐ
る
｡
郡
の
首
府
と
し
て
ア
バ

デ
ー
ン
打丁
が
あ
わ
漁
業
の
中
心
地
と
し
て

ピ
ー
ク

ヘ
ッ

ド

(P
e
et
erhead)
が
あ
か
そ
の
他

プ
レ
イ
ず
ポ
ロ

(

F

TaSeTb
lj.Tg
h
)
､
ハ
ン
ト
リ
(H
un
tly
)

放
び
イ
ン
プ

ア

ル
リ
(I
nv
er
uri
e
)
の
町
が
あ
る

.

ア
バ
デ
ー
ン
･シ

ア
郡

は
キ

ン
カ
ー
ヂ
ソ
シ
ア

(K
in

cardin
esh
ire
)
那

と
合
し
王

二
名

の
代
議
士
を
選
出
す
る

｡./rl
ル
空
フ
ル
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地

球

節

十

九

笹

城

(B
al
m
oral
C
astle)
は
郡
の
西
南
部
は
あ
ら
､

ア

rJrl
デ
ー
ン
i;f
附
鑑
の
パ
ック
ス
.,l
I
ン
(B
uck
sbur
n
)

に
は
ロ
ー
ウ

エ
ッ
ト
｡
イ
ン
ス
チ
チ
ユ
ー
ト

(R
ow
e
t
t

I
nstitute)
と
桁
す
る
動
物
性
薯
巻
物
研
究
所
が
あ

る

｡

仝
郡
の
人
口
三
十

一
宙
｡

文
撃
的
組
係
は
放
て
は
詩
人
バ
イ
ロ
ン
姻

(L
ord

B
yr
on
)

は

一
七
九
〇
年
二
歳
の
時
母
に
連
れ
ら
れ
て

ア
.''l
デ
ー
ン
市
の
ブ

ロ
ー
ド

｡
ス
ト
リ
ー
ト

(B
ro
ad

S
tr
eet,)
は
釆
-
十

一
歳
に
な
る
悪
で
佳

人
で
ゐ
た
｡

母
は
郡
内
の
ガ
イ
ト
(G
igh
t)に
住
む
ゴ
ル

ド
ン
(G
or･

d
o
n
)
家
か
ら
出
た
人
で
あ
っ
た
｡
大
撃
に
輔
係
T{kt有
し

た
文
聾
者
で
は
(,,h
エ
ー
ム
ス
｡
ビ
ー
チ

(Jam
es
B

ea･

ttie
u
生

二
五
～

一
八
〇
三
)
と
栴
ぶ
暫
尊
者
兼
詩

人

が

居
ム
マ

リ
シ
ャ

ル
･
コ
レ
ツ
デ
(岩
a
ri
sch
al

C
o
tleg
e)

で
教
育
を
受
け

LJ
｡
小
説
家
ト
.,i
イ
ア
ス
｡
ス
モ
レ
ツ

･L
(T
o
bi
as
Smottett
一
七
二

一
-
七

一
)
は
同
大
撃

の
酋
撃
博
士
で
あ
っ
た
｡
郡
出
身
の
小
説
家
に
は
ウ
イ

リ
ア
ム
｡
ア
レ
キ
ザ

ノ
ダ
(W
ilti
am
Al
e
xa
nd
er
一
八

二
六
-
九
四
)
が
居
-,>
ー
ヂ
オ

ー
デ
｡
マ
ク
ド
ナ
ル
ド

筋
正
統

望
六

七

〇

(G
eo
rg
e
M
a
cD
on
al
d
)
が
居
る
｡

ア
バ
ダ
ワ
(A
b
erd
ou
ユ
｡

蘇
格
蘭
の
フ
ァ
イ
ブ
シ

ア

(F
ifesh
ire
)
郡
は

あ
る
村
､
L
･N
･E
地
道
は
よ

っ
て
十
八
哩
で
あ
ゎ
エ
デ
ン
で
フ
の
西
北
に
営
む
フ
ア

ー
ス
･
オ
r.i"

フ
ォ
ー
ス
(F
irth
of
F
orth
)
河
畔
は
あ

っ

て泥
水
群
場
で
あ
る
.
ア
./rl
ダ
ヮ
城

(A
berd
ou
r)
の

遺

既は
モ
ル
ト
ン
(罵
orton
)
子
帝
の
嘗
居
城
で
あ

っ

た
｡
人
口
三
千
飴
｡

新

著

紹

せ

一二一
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一
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こl
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ここ-1
一
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ここ-一

〇
鋳

物

笹

概

論

水
下
血
城

姫
川
侶

郷
北
ハ群

射
版
排
撃

三

四
打

古
今
帝
位
碓
行

昭
利
<
卯

二
月

･..'4
僻
二
田
証
○
錦

｢
峨
妊
飲
物
撰
｣

の
背
教
に
依
っ
て
辞
か
れ
た
簡
鉛
版
で
あ

る
｡
艶

何
邸
的
折
口仰
騨
'
牌
州
的
餓
吻
申
'
化
串
的
倣
物
準
'
助
物
の
城
北
及
び

蹟
川
批
儲
'鋭
物
各
論
の
尤
桐
に
分
た
れ
'懲
米
に

]
般
索
引
の
外
に
銀

物
名
(
共
)
索
引
が
附
け
ら
れ
て
あ
る
.
押
問
三
四
二
問
｡
勅
串
薪
に
比

校
的
野
郎
な
緋
=州
雛
､
紳
=州
光
串
は
本
文
二
九
〇
:田
中
約
九
〇
㍍
を
別

し
て
懇
切
に
批
判

し
て
あ
り
､
共
他
の
物
糾
性

､
化
靭
性
'
成
批
虎
状

称
の
和
解
額
に
必
礎
な
骨
鋤
を
頗
る
純
潔
に
述
べ
て
あ
る
O
..LS
後

の
飲

物
各
論
は
余
徐
の
過
中
郷
を
占
め
前
非
な
鎖
伸
を
網
雛
し
て
各
数
行
乃

兼
敏
fr
を
刺
し
て
嬰
糾
良
-
詑
越
さ
れ
_て
あ
る
｡
耽
閥
に
鹿
す
る
餌
物


